
■
太
陽
熱
を
利
用

新
し
い
安
城
保
育
園
は
、
太
陽

の
熱
を
利
用
す
る
「
パ
ッ
シ
ブ
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
ま

し
た
。
屋
根
で
集
め
た
太
陽
の
熱

で
空
気
を
温
め
、
そ
れ
を
床
下
に

送
っ
て
熱
を
蓄
え
ま
す
。
蓄
え
た

熱
は
、
冬
は
暖
房
に
、
夏
は
プ
ー

ル
の
シ
ャ
ワ
ー
に
利
用
し
ま
す
。
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－

　
／
緯〈
　
〉２

３０

７６

７
１
４

●
受
入
年
齢
　
０

歳
児（
６
か
月
）～

５
歳
児

●
延
長
保
育
時
間

　
午
前
７
時
　
分
３０

～
午
後
６
時

　
新
し
い
園
舎
は
、
４
月
１
日
昭

に
オ
ー
プ
ン
す
る
安
城
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
な
り
ま
す
。

一
時
保
育
も
、
新
園
舎
で
実
施
し

ま
す
。

●
住
所
／
電
話
番
号
　
大
東
町
　１１

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
８
）

７１

添
い
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

●
申
し
込
み
　
３
月
２
日
昇
～
　１３

日
松
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
８

日
捷
を
除
く
）に
申
込
書
を
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

●
受
講
期
間
　
４
月
～
来
年
３
月

●
内
容
／
と
き
／
定
員
／
費
用
　

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象
　

高
齢
者
教
養
講
座
糸
市

内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
　

身
体

６０

障
害
者
講
座
糸
市
内
在
住
の
　
歳
１６

以
上
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者（
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
付
き

高齢者教養講座
費用定員時間曜日教室名
１０００円

各３０人
午前１０時～１１時３０分第１・３昌民　　謡

２５００円午後１時３０分～３時第２・４昌民　　舞
１回１０００円１０人

午後１時３０分～３時３０分
第２晶山の幸染め

７０００円
各２０人

第３昭ちぎり絵
なし午前１０時～正午第２昇絵 手 紙

身体障害者講座
費用定員時間曜日教室名

なし各２５人午前１０時～１１時３０分
第１・３昇絵　　画
第１・３松書　　道

１回５００円

各２０人

午前９時３０分～午後１時第４松料　　理
なし午後１時３０分～３時第１・３昌音　　楽
７０００円

午後１時３０分～３時３０分
第２～４昇手　　編

１回６３０円第２・４昌生　　花

３６００円各１５人
第１昭抹　　茶

午前１０時～正午第３昌煎　　茶

■問 
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉７
８
８
８
）

７７

⚓
݄


捷

安
城
保
育
園
を
移
転

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座
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昨
年
５
月
に
開
催
し
た
、
デ
ン

マ
ー
ク
駐
日
大
使
メ
ル
ビ
ン
氏
と

の
エ
コ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
か
ら
約
１

年
。
今
回
、
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、
再
び
大
使
を
安
城

市
に
迎
え
、
市
長
・
市
民
と
一
緒

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
デ

ン
パ
ー
ク
到
着
後
は
、
タ
レ
ン
ト

の
鉄
崎
幹
人
さ
ん
の
親
子
い
き
も

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
４
月
３
日
松
午
後
１
時

～
４
時

●
内
容
　
市
総
合
運
動
公
園
か
ら

デ
ン
パ
ー
ク
ま
で
約
　
㎞
の
サ
イ

６.５

ク
リ
ン
グ
、
親
子
い
き
も
の
講
座

●
対
象
　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

●
定
員
　
　
組
　
人（
定
員
を
超

１００

２００

え
た
場
合
は
抽
せ
ん
）

●
そ
の
他
　
参
加
記
念
品（
デ
ン

パ
ー
ク
商
品
券
　
円
分
）あ
り

５００

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
捷（
松

１５

掌
を
除
く
）ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
直
接
か
電
話
で
環
境

首
都
推
進
課
へ

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
エ

コ
路
地
」か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

富
田
 帆
  夏
 （桜
井
小
３
年
）、山
本

ほ
の
 
か

の
ぞ
 美
 （安
城
中
部
小
４
年
）、青

み

山
 由
  季
 （新
田
小
５
年
）、小
松
 由
 

ゆ
 
き
 

よ
し

 佳
 （三
河
安
城
小
６
年
）

か■
中
学
生
の
部
　〈
敬
称
略
〉

●
県
知
事
賞
　
三
澤
 文
  香
 （安
祥

ふ
み
 
か

中
３
年
）

●
安
城
市
長
賞
　
角
倉
 慎
  弥
 （安

し
ん
 
や

祥
中
２
年
）

●
安
城
市
議
会
議
長
賞
　
三
澤
 友
 
と
も

 香
 （安
祥
中
１
年
）

か●
安
城
市
教
育
長
賞
　
井
上
 優
  里
 

ゆ
 
り

（
東
山
中
１
年
）

●
金
賞
　
杉
浦
 綾
 （明
祥
中
１
年
）、

あ
や

市
川
 遥
  菜
 （安
祥
中
２
年
）、飯
島

は
る
 
な

 加
  奈
 （同
中
３
年
）

か
 
な

●
銀
賞
　
 
原
 慎
  之
  介
 （明
祥
中

し
ん
 
の
 
す
け

１
年
）、岩
 
 加
  奈
 （桜
井
中
２
年
）、

か
 
な

太
田
 博
  子
 （明
祥
中
３
年
）

ひ
ろ
 
こ

　
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
が
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
審

査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
県
知

事
賞
ほ
か
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
３
月
　

日
昭
～
４
月
　

２５

１５

日
昭
に
、
受
賞
作
品
を
文
化
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
小
学
生
の
部
　〈
敬
称
略
〉

●
県
知
事
賞
　
長
谷
川
 泰
  世
 （桜

た
い
 せ
い

林
小
１
年
）

●
安
城
市
長
賞
　
中
尾
 嘉
  希
 （桜

よ
し
 
き

町
小
２
年
）

●
安
城
市
議
会
議
長
賞
　
吉
田
 圭
 
け
い

 佑
 （今
池
小
５
年
）

す
け●

安
城
市
教
育
長
賞
　
北
中
 拓
  海
 

た
く
 
み

（
志
貴
小
３
年
）

●
金
賞
　
林
 彩
  紋
 （三
河
安
城
小

さ
い
 も
ん

１
年
）、中
川
 智
  穂
 （桜
井
小
２
年
）、

ち
 
ほ

畑
田
 真
  由
  香
 （同
小
３
年
）、山
村

ま
 
ゆ
 
か

 修
 
し
ゅ
う

 平
 （高
棚
小
４
年
）、永
本
 里
  奈
 

へ
い
 

り
 
な

（
志
貴
小
５
年
）、加
藤
 虎
  之
  介
 （錦

と
ら
 
の
 
す
け

町
小
６
年
）

●
銀
賞
　
川
崎
 笑
  佳
 （安
城
中
部

え
み
 
か

小
１
年
）、堀
 綾
  那
 （桜
林
小
２
年
）、

あ
や
 
な

খ
・
த
ֶ
ߍ
ࣇ
ಐ
・
ੜ
ె
⚓
⚑
⚐
⚘

か
ら

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
発
表

長谷川泰世くんの作品

三澤文香さんの作品

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

●
内
容
　
月
額
９
０
０
０
円

以
内
を
６
か
月
分
ず
つ
、
年

２
回
支
給

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
経

済
的
な
理
由
か
ら
公
私
立
高

等
学
校
へ
の
進
学
や
修
学
が

困
難
な
、
ほ
か
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
な
い
学
力
優
秀
な

人●
必
要
書
類
　
奨
学
金
申
請

書
、
奨
学
生
推
せ
ん
書
、
家

庭
状
況
調
査
書
、
戸
籍
謄
本
、

住
民
票
の
写
し
、
成
績
証
明

書
、
合
格
通
知
書
の
写
し

（
平
成
　
年
度
入
学
の
人
の

２２

み
） 

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
昌

３１

ま
で
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
、

今
年
進
学
す
る
人
糸
在
学
し

て
い
る
中
学
校
へ
　

高
校
在

学
中
の
人
糸
市
教
育
委
員
会

総
務
課（
緯〈
　
〉２
２
５
３
）

７１

へ※
奨
学
金
申
請
書
は
、
同
課
・

市
内
各
中
学
校
で
配
布
。

͋
Μ
͡
Ỷ
͏

ڥ
ϑ
Ỽ
ー
ϥ
Ϝ

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
と
Ｒ
Ｅ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

メメルビンメルビン氏氏

鉄崎さ鉄崎さんん
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※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書
の

み
の
場
合
は
、
２
種
類
必
要
。

同
じ
世
帯
の
親
族
で
も
、
市
外

在
住
者
の
場
合
は
委
任
状
な
ど

が
必
要
。

■
課
税
明
細
書
の
内
容
の
確
認
を

　
課
税
対
象
と
な
る
資
産
（
土
地
・

家
屋
）の
詳
細
を
記
載
し
た
課
税

明
細
書
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。
不
明
な
点
、
現
状
と
異
な
る

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
課
税
明

細
書
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
に
も

使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
再
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
納
期
と
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

　
平
成
　

年
度
の
固
定
資
産
税
と

２２

都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期

の
納
期
限
は
４
月
　

日
晶
で
す
。

３０

■
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子（
父

子
）世
帯
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
を
減
免

●
対
象
　
次
の
①
②
の
要
件
を
満

た
し
、
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の
固

■
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
昭
～
　
日
晶

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人
　
①
市
内
に
土

地
や
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者
と
そ
の
同
居
親
族
　

②
納
税
管
理
人

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容
　

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格
　

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項
　
①
所
有
者
の
氏
名
、

住
所
、
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん
　
②
本
人
が
所
有
す
る

物
件
以
外
の
評
価
内
容
や
個
人
情

報
に
か
か
わ
る
質
問
は
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
　
③
縦
覧
帳
簿
の
複
写

や
電
話
で
の
照
会
は
で
き
ま
せ
ん

■
平
成
　
年
度
分
の
固
定
資
産
課

２２

税
台
帳
の
閲
覧

●
と
き
　
４
月
１
日
昭
～
　
日
晶

３０

（
松
掌
抄
を
除
く
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
資
産
税
課

●
閲
覧
で
き
る
人
　
①
納
税
義
務

者
と
そ
の
同
居
親
族
　
②
納
税
管

理
人
　
③
借
地
借
家
人
な
ど（
契

約
に
か
か
る
資
産
の
み
）

●
持
ち
物
　
来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
③
の
人
は
該
当

す
る
資
産
の
賃
貸
借
契
約
書
も
必
要
）

●
そ
の
他
　
期
間
中
、
閲
覧
対
象

者
①
②
の
人
に
は
、
名
寄
せ
の
写

し
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
分
の
固
定

２２

資
産
に
関
す
る
証
明
は
、
４
月
１

日
昭
よ
り
市
民
税
課
で
発
行
し
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
し
ま
す

　
縦
覧
・
閲
覧
・
証
明
発
行
に
は
、

来
庁
者
の
運
転
免
許
証
、
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、

国
民
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
被
保

険
者
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
（
※
）

の
提
示
が
必
要
で
す
。

　
来
庁
者
が
本
人
か
同
じ
世
帯
の

親
族
（
※
）で
な
い
場
合
は
、
委
任

状
や
代
理
権
授
与
通
知
書
な
ど
本

人
か
ら
委
任
を
受
け
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
法
人
の
場
合
は
、

代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）も

必
要
で
す
。

定
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

②
宅
地
面
積
　
㎡
以
下
、
住
宅
延

２００

べ
床
面
積
　
㎡
以
下

１２０

③
高
齢
者
世
帯
糸
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
　

障
害
者
世
帯
・

　
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る

１８母
子（
父
子
）世
帯
糸
世
帯
全
員

の
合
計
所
得
が
市
長
の
定
め
る

額
を
超
え
な
い

※
各
世
帯
の
要
件
は
、
市
で
定
め

る
基
準
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

ほ
か
の
世
帯
の
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
高
齢
者
世
帯
と
は
、
平
成
　
年
２２

１
月
１
日
現
在
で
次
の
①
～
③

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
世
帯
。

①
　
歳
以
上
の
人

６８
②
　
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

６５
③
　
歳
以
上
で
、
ね
た
き
り
ま
た

６５は
認
知
症
の
状
態
が
３
か
月
以

上
継
続
し
て
い
る
人

●
申
し
込
み
　
４
月
１
日
昭
～
　２３

日
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
松
掌
を
除
く
）に
資
産
税
課
へ

１５

■問 
▼
資
産
税
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
６
）

７１

（
緯〈
　
〉２
２
１
５
）

７１

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

●
対
象
　
市
内
在
住
者
５
人

以
上
で
構
成
し
、
市
内
で
活

動
す
る
団
体（
規
約
を
有
す

る
こ
と
）

●
対
象
事
業
　
平
成
　
年
度

２２

中
、
加
賀
市
・
砺
波
市
が
主

催
・
共
催
す
る
交
流
企
画
な

ど
に
参
加
す
る
も
の

●
補
助
額
　
交
通
費
・
運
送

費
な
ど
の
経
費
の
半
額（
上

限
　
万
円
）

１０
●
申
し
込
み
　
３
月
１
日
捷

～
　
日
昌（
松
掌
抄
承
を
除

３１
く
）に
、
団
体
名
、
会
員
名

簿
、
活
動
内
容
の
分
か
る
も

の
、
交
流
事
業
の
計
画
書
、

予
算
書（
様
式
は
自
由
）を
持

っ
て
市
民
活
動
課（
緯〈
　
〉
７１

２
２
１
８
）へ

加加賀市 菖蒲湯まつ加賀市　菖蒲湯まつりり
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■
彩
色
影
絵「
裸
の
王
様
」

●
と
き
　
３

月
７
日
掌
午

前
　
時
、
午

１１
後
１
時
・
３

時●
内
容
　
影

絵
劇
団「
仁
」

に
よ
る
影
絵

劇●
費
用
　
入

園
料

■
安
城
サ
ル
ビ
ア
会
押
花
展

●
と
き
　
３
月
　
日
昌
～
　
日
捷

１７

２９

（
　
日
昇
を
除
く
）

２３●
内
容
　
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
花
の
講
座
講
師
長
谷
川
は
る

子
氏
と
安
城
押
花
サ
ル
ビ
ア
会
に

よ
る
押
し
花
の
展
示
会

●
費
用
　
入
園
料

■
不
思
議
の
森
秘
密
基
地
づ
く
り

の
参
加
者
を
募
集

　
デ
ン
パ
ー
ク
中
央
に
あ
る
「
不

思
議
の
森
」で
秘
密
基
地
を
作
り

ま
す
。

●
と
き
　
３
月
　
日
松
午
前
９
時

１３

　
分
～
正
午（
雨
天
の
場
合
は
３

３０月
　
日
掌
）

１４
●
対
象
　
小
学
生
以
下
の
子
と
そ

の
保
護
者

●
定
員
　
　
組（
先
着
順
）

２０

●
申
し
込
み
　
３
月
５
日
晶
～
　１２

日
晶
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
９
日
昇
を
除
く
）に
デ
ン
パ
ー
ク

へ

デ
ン
パ
ー
ク
の
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集

●
賃
金
　
時
給
　
円（
松
掌
抄
の

７８０

時
給
は
　
円
増
）、通
勤
割
増
１
日

１００

　
円
２００●

申
し
込
み
　
電
話
で
デ
ン
パ
ー

ク
へ

※
面
接
時
に
写
真
を
添
付
し
た
履

歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
植
栽
ス
タ
ッ
フ

●
応
募
資
格
　
　
歳
く
ら
い
ま
で

６２

●
勤
務
内
容
　
園
内
の
植
物
管
理

な
ど

●
勤
務
日
時
　

松
掌
抄
を
含
む
週

５
日
午
前
８
時
～
正
午
ま
た
は
午

後
１
時
～
５
時

■
体
験
教
室
の
補
助
ス
タ
ッ
フ

●
応
募
資
格
　
　
～
　
歳
く
ら
い

１８

４５

ま
で（
大
学
生
歓
迎
、
高
校
生
不

可
）

●
勤
務
内
容
　
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室

な
ど
の
指
導

●
勤
務
日
時
　
松
掌
抄
午
前
９
時

　
分
～
午
後
５
時
の
４
時
間
程
度

３０

■問 
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１００

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
、
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
。

●
そ
の
他
　
こ
の
講
座
は
、
中
学

校
程
度
の
英
語
で
楽
し
め
ま
す

●
と
き
　
３
月
　
日
松
午
後
１
時

１３

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
ダ
イ
ア
ン
 吉
  日
 氏（
ダ

き
ち
 じ
つ

イ
ア
ン
・
オ
レ
ッ
ト
、
イ
ギ
リ
ス

出
身
）に
よ
る
創
作
日
本
語
落
語

と
英
語
落
語
、
ダ
イ
ア
ン
氏
が
日

本
に
住
ん
で
感
じ
た
異
文
化
体
験

を
楽
し
く
語
る
ト
ー
ク

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

　
「
平
成
　

年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

２２

ダ
ー
（
４
月
～
来
年
３
月
）」と
「
ご

み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
変
更
チ
ラ
シ
を
３
月
中
に
配
布

し
ま
す
。
変
更
チ
ラ
シ
は
、
昨
年

配
布
し
た
「
ご
み
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
早
わ
か
り
ブ
ッ
ク
」

と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
は
「
ご
み
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
早
わ
か
り
ブ

ッ
ク
」の
配
布
は
し
ま
せ
ん
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
配
布

国
際
理
解
講
座「
英
語
落
語
」

デ
ン
パ
ー
ク
の
催
し
・
募
集
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区
域
で
、
新
た
に
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
区
域
の
縦
覧

●
と
き
　
３
月
　
日
昌
～
　
日
昌

１７

３１

庁
舎
２
階
）

■
１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
を

　
川
や
海
を
汚
す
最
大
の
原
因
は
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
か

ら
自
然
を
守
り
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
１
日

も
早
く
下
水
道
に
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
受
益
者
負
担
金
の
支
払
い
は
お

済
み
で
す
か
？

　
下
水
道
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、

区
域
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
下
水
道

事
業
の
建
設
費
の
一
部
と
し
て

「
受
益
者
負
担
金
」
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
負
担
金
の
支
払
い
に
は
、
９
月

と
３
月
の
年
２
回
の
納
期
で
支
払

う
分
割
納
付
と
、
毎
年
９
月
に
一

括
で
支
払
う
一
括
納
付
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
納
期
は
３
月
　

日
３１

昌
ま
で
で
す
。
納
付
書
を
な
く
し

た
人
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ࢢ
全
ମ
Ͱ

⚑
⚙
⚔
⚖
ϔ
ク
タ
ー
ϧ

公
共
下
水
道
の
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

■問 
▼
下
水
道
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
７
）

７１

　
３
月
　
日
昌
か
ら
、
城
ヶ
入
町
・

３１

堀
内
町
・
桜
井
町
・
東
町
・
安
城

町
・
古
井
町
・
榎
前
町
の
一
部
の

（
松
掌
抄
承
を
除
く
）午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

●
と
こ
ろ
　
下
水
道
管
理
課（
西
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高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
人
権
を

侵
害
し
、
心
や
身
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
ま
す
。
高
齢
者
を
虐
待
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
け
る
な

ど
の
暴
行
を
受
け
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
　
侮
辱
、
脅
迫
な

ど
の
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
無
視
さ

れ
る
な
ど
の
行
為
を
受
け
る
な
ど

●
経
済
的
虐
待
　
無
断
で
高
齢
者

名
義
の
不
動
産
や
預
貯
金
・
年
金

を
処
分
さ
れ
る
な
ど

●
性
的
虐
待
　
性
的
な
暴
力
・
い

た
ず
ら
を
受
け
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
　
世
話
の
放
棄
な

ど
で
健
康
維
持
や
生
活
へ
の
援
助

を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど

■
サ
イ
ン
を
見
過
ご
さ
な
い
で

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や

介
護
に
疲
れ
た
家
族
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
が
、

虐
待
を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

●
高
齢
者
の
サ
イ
ン

暫
な
か
な
か
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る

●
家
族
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る
様
子

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心
さ
が

み
ら
れ
る

■
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

●
声
を
か
け
合
う
　
日
ご
ろ
か
ら

地
域
で
声
を
か
け
、
い
つ
で
も
仲

間
が
い
る
よ
、
と
い
う
サ
イ
ン
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

●
気
軽
に
話
せ
る
場
づ
く
り
　

「
世
話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」「
世

間
体
が
あ
る
か
ら
」な
ど
の
理
由

で
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
し
ま

う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
気
持
ち
を
人
に
伝
え
ら
れ
る

場
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
相
談
窓
口
　
社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉１
１

７６

３
３
）、各
地
区
の
民
生
委
員

■問 
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
３
）

７１

高
齢
者
を
虐
待
か
ら
守
る

　近い将来、発生が心配されている東海・東南海地震
（今後３０年以内に発生する確率が８７％以上）に対し、備え
も無く「自分は大丈夫」と思っていませんか？
　地震や台風などの自然現象は、避けることはできませ
ん。しかし、災害への対策を強化することは可能です。
過去の災害から教訓を学び、危険を予知して災害に備え
ましょう。
　阪神・淡路大震災では、神戸市内で亡くなった人の
８３％が、建物の倒壊や家具・家電製品などの転倒による
圧死です。被害を最小限に食い止める減災への取り組み
こそが必要であり、そのためには、事前の備え、すなわ
ち予防対策が重要です。
　まずは、自宅の耐震強度を知ることです。
強度が不足している場合は、補助金の制度
を活用して、速やかな耐震改修をお願いし
ます。
　次に、家具・家電製品などの固定です。
地震が起こると、タンスやテレビ・冷蔵庫
も凶器になります。特にマンションなどの
高層階は、揺れが増幅しますので注意が必
要です。
　防災対策は、一朝一夕では済みません。
市民の皆さんの理解と努力、地域での話し
合いや協力、そして行政が、公的支援や施
設整備などをしながら、地道に進めていく
ことが大切です。

　命を守るためには、建物・家具などの下敷きにならな
いことが大切ですが、どこか人ごとというのが現状では
ないでしょうか。家庭でも災害をイメージして対策を考
えてください。大地震が起きて、命からがら避難所へ避
難し、悲惨な生活をするよりも、住み慣れた自宅で大切
な家族の生命と財産を守り、生き残る対策を講じる方が
重要だと思います。
　災害を完全に防ぐことはできません。これまで無事で
あったことを過信することなく、地元自主防災会の皆さ
んとともに、災害発生時の地域の体制づくりを事前にす
ることで、確実に地域の災害対応能力が向上します。
　多くの災害は、天災ではなく人災です。次の世代の人
たちが不幸にならないように減災対策をしましょう。

防災リーダー養成研修で家具の固定方法を学ぶ

知る・備える・行動する


